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今不口8年度 岡山県立倉敷天ナ成高等学校 普通科・理教科 十年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

英語
英語 コミュニケーション I

(ST英 コミュ)
3

教科書:LAふTDMARK English Communicat16n I

[啓林館]

副教材 :ブレイクスルー総合英語 改訂二版[啓林館]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ,以下の 5つの領域において言語活動
及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して,情報や考えなどを的確に理解したり,適切に表現
したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を養う。

具体的な活動・領域は以下の通り。

(1)聞 くこと

日常的・社会的な話題について,話てれる速さや,使用される語匂や文,情報量などにおいて,多 くの
支援を活用すれば,兇要な情報を聞き取り,概要や要点を目的に薦じて捉えることができるようにする。
(2)読むこと

日常的・社会的な話題について,使用される語匂や文,情報量などにおいて,多 くの支援を活用すれば,
X要な情報を読み取り,書き手の意図を把握したり,概要や要点を目的に応じて捉えたりすることがで
きるようにする。

(3)話すこと [や り取り]

日常的・社会的な話題について,使用する語匂や文,対話の展開などt:お いて,多 くの支援を活用すれ
ば,聞 いたり読んだりしたことを基に;基本的な語匂や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理性
に注意して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。

(4)話すこと [発表]

日常的・社会的な話題について,使用する語匂や文,事前の準備などにおいて,多 くの支援を活用すれ
ば,基本的な語句や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理性に注意して伝えることができるよう
にする。

(5)書 くこと

日常的・社会的な話題について,使用する語匂や文,事前の準備などにおいて,多 くの支援を活用すれ
ば,聞 いたり,読んだりしたことを基に,基本的な語匂や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理
性に注意して伝える文章を書くことができる

授業形態

ア ドバイス

など

STコエスの授業です。十年生では、英語の基礎を徹底的に学習します。予習・授業・復習という学習スタイルを早
く確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ、「分からない」ことは授業

で解決させることと授業で「分かった」ことを復習で定着させて、しっかり身に付けることが大切です。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

外国語の 4技能について、実際のコ 1場所。目的・状況などに応じて、日常 1他者を尊重し、聞き手・読み手・話し
ミュニケーションにおいて活用できる 1的・社会的な話題について、情報や 1手・書き手に固己慮しながら、外国語

矢口識・技能を身に付けている。外国 1考えなどを外国語で的確に理解した Iで聞いたり、読んだりしたことを活用
語の学習を通して、言語の働きや役

'適

切に伝え合ったりしている。 して自分の意見や考えなどを話した

り書いたりして表現しようとしている。害」などを理解している。

lι

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のための知識・技能

思考力 :論理的に考え、批判的に

掘り下げ、創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ



主な

評価方法

O定期考査
O課題考査
O小テス ト

Oパフオーマンステス ト
O授業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査
O課題考査
○小テス ト

Oパフオーマンステスト

O授業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察
○パフォーマンステスト

Oプレゼンテーションの観察
O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到注目標

自己紹介文を構造的に読み

取ることができる。

人の多様な強みや個性につ

いての文章を通して不定詞 ,

動名詞の意味や構造を理解

する。また,さまざまな種類の

smor十 十ypeについてなど,
文章の要点を}足える。

自分のスマートタイプについ

て話してイ云える。

自分のスマエトタイプの特徴

を整理して書いて伝える。

カレーの歴史についての文

章を通して現在完了形/現在

完了進行形,過去完了形/迎

去完了進行形の意味や構造

を理解する。またカレーの歴

史や発展についてなど,文章

の要点を捉える。

自分の好きなカレーについ

て,自 分の考えを伝え合うや

り取りを続ける。

自分の好きなカレーについ

て,書いて伝える。

月にまつわる慣習についての

会話を聞き,撼要な情報を聞

き取り,要点を提える。

月と月にまつわる文化につい

ての文章を通して構造を理

解する。また月にまつわる習

慣や文化についてなど,要点

を把握する。

月にまつわる慣習について,

自分の考えを話して伝える。

また屋久島のエコツアーや環

境保全について,要点を把握

する。

リーフレットから捲要な情報

を理解して,自 分が参加した

いエコツアーについて話して

イ云える。

自分が参加してみたいエコツ

アーについて書いて伝える。

田口さんと彼女のチョコレー

トづくりへの取り組みを聞き

取り,話の要点を提える。

甲口さんと彼女のチョコレ=
卜づくりへの取り組みについ

て捲要な情報を読み取り,晏

点を把握する。

持続可能な開発に対して責

任があるのはだれかについ

て,自 分の考えや気持ちなど

を話して伝える。

非言語コミュニケーションに

ついての会話から姓要な情

報を聞き取り,晏点を把握す

る。

非言語コミュニケーションに

ついて兇要な情報を読み

取り,概要を把握する。

日常で使用する非言語コミュ

ニケーションについて書いて

伝える。

フアシリティトングについての

会話から挺要な情報を聞き

取り,話の要点を提える。

ファシリティドッグについての 高病院へのフアシリティトング
文章を通してファシリティトンi導入について,自 分の考えや
グについてX要な情報を読
み取り,要点を把握する。

気持ちなどを話して伝える。

通
期

Preport剪lory

Lesson

Lesson I

Uniock
Potentiol

Your

Lesson 2  Curry
TrGVeiS GrOund the

Worid

Lesson3
The Moon and Our
Cultture

Lesson  4   Eco―

Tour on Yakushimg

Lesson 5

Cacoo Revolution

Lesson 6

Communication
without VVords

Lesson 7
Thonk You,Boney!



L8  The Worid'こ
Winter Festivals

Lesson 9  Doc十ors

AIone Canno十 Do二十

Lesson 1 0

Friendship

Time
over

仮想世界についての会話を

開いて雖要な情報を聞き取

り,話し手の意図を把握する。

マッツの生涯についての文章

を読み,情報を読み取り,要

点を把握する。

自分のアバターヒ仮想世界

での友情について,自分の考

えや気持ちを話して伝える。

将来つきたい職業について

話している会話から,捲要な

情報を聞き取り,話し手の意

図を把握する。

非医療スタッフの国境なき医

師団での役割についての文

章を読み,雖要な情報を読み

取り,概要を把握する。

将来のキャリアについての考

えや希望についての eメ rル

を書いて,自 分の考えを書い

て伝える。

日本とトルコの友情について

の会話を聞いて,踏要な情報

を開き取り,晏点を把握する。

日本とトルコの時を超えた友

情についての文章を読み,飴

要な情報を読み取り;話の概

妻を捉える。

日本とトルコの友情について

の情報を話して伝える。

備考



今和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

英語
美語コミュニケーション I

(U英 コミュ)
3

教科書 :LAlヽJDM▲RK Enghsh COmmunicaion I

[啓林館]

副教材:ブレイクスルー総合英語 改訂二版[啓林館]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにぉける見方・考え方を働かせ,以下の 5つの領域において言語活動
及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して,情報や考えなどを的確に理解したり,適切に表現
したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質 `能力を養う。

具体的な活動・領域は以下の通り。

(1)聞 くこと

日常的・社会的な話題について,話される速さや,使用される語句や文,情報量などにおいて,多 くの
支援を活用すれば,雖要な情報を聞き取り,概要や要点を目的に薦じて‡足えることができるようにする。
(2)読むこと

日常的・社会的な話題について,使用される語匂や文,情穀量などにおいて,多 くの支援を活用すれば,
X要な情報を読み取り,書き手の意図を把握 したり,概要や要点を目的に薦じて捉えたりすることがで
きるようにする。

(3)話すこと [や り取り]

日常的 ,社会的な話題について,使用する語句や文,対話の展開などにおいて,多 くの支援を活用すれ
ば,聞いたり読んだりしたことを基に,基本的な語匂や来を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理性
に注意して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。

(4)話すこと [発表]

日常的・社会的な話題について,使用する語句や文,事前の準備などにおいて,多 くの支援を活用すれ
ば,基本的な語匂や文を用いて,情報や考え,気持ちなどを論理性に注意して伝えることができるよう
にする。

(5)書 くこと

日常的・社会的な話題について,使用する語匂や文,事前の準備などにおいて,多 くの支援を活用すれ
ば,聞いたり,読んだりしたことを基に,基本的な語句や文を用いて,情鞭や考え,気持ちなどを論理
性に注意して伝える文章を書くことができる

授業形態

ア ドバイス

など

Uコースの授業です。I年生では、英語の基礎を徹底的に学習します。予習・投業・復習という学習スタイルを早く

確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ、「分からない」ことは授業で

解決させること。投業で「分からた」ことを復習で定着させて、しっかり身に付けることが大切です。

評価の観点 知識 。技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

η所
。目的・状況などに

^じ

て、日常

的・社会的な話題について、情報や

1考えなどを外国干で的確に理解した
|り迫切に伝え合ったりしていると

1他者を尊重し、聞き手
・読み手・話し

1手・書き手に配慮しながら、外国語

|で聞いたり、読んだりしたことを活用

|して自分の意見や考えなどを話した

|り書いたりして表現しようとしている。

国語の4技能について、実際のコ
ユニケーションにおいて活用できる

などを理解している。

・技能を身に付けている。外国

学習を通して、言語の働きや役



育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教基力 :幅広い教終と課題発見

解決のための知識・技能

思考力 :論理的に考え、批判的に

掘り下げ、創造するカ

表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り返り改

善し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査
O課題考査
O小テス ト
Oパフォニマンステスト

O授業・発表内容の観察
O投業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査
O課題考査
O小テスト

Oパフオーマンステス ト

O投業・発表内容の観察
O投業ノー ト・提出課題の点検

O投業・発表態度の観察
Oパフォ‐マンステスト

Oプ レゼンテーションの観察
O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到連目標

知識・技能 尽考。判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

通
期

Prepo「 olory

Lesson

LessonI

Unlock

Potenti91

Your

Lesson 2  Curry
Traveis GrOund the

Worid

Lesson3
The Moon and Our
Culture

Lesson  4   Eco―

Tour on Yokushimo

Lesson 5

CaCGO Revolution

Lesson 6

Communicattion
without Words

Lesson 7

Thank You,Boitey!

自己紹介文を構造的に読み |

取ることができる。      |

人の多様な強みや個性につ

いての文章を通して不定詞 ,

動名詞の意味や構造を理解

する。また,さまざまな種類の

smg吋 十ypeについてなど,
文章の要点を‡足える。

自分のスマートダイプについ

て話して伝える。

自分のスマートタイプの特徴

を整理して書いて伝える。

カレーの歴史についての文

章を通して現在完了形/現在

完了進行形,過去完了形/過
去完了進行形の意味や構造
を理解する。またカレーの歴

史や発展についてなど,文章

の要点を提える。

自分の好きなカレーについ

て,自 分の考えを伝え合うや

り取りを続ける。

自分の好きなカレーについ

て,書いて伝える。

月にまつわる慣習についての

会話を聞き,盤要な情報を聞

き取り,要点を提える。

月と月にまつわる文化につい

ての文章を通して構造を理

解する。また月にまつわる習

慣や文化にういてなど,要点

を把握する。

月にまつわる慣習について,

自分の考えを話して伝える。

また屋久島のエコツアーや環

境保全にっいて,要点を把握

する。

リーフレットから必要な情報

を理解して,自 分が参加した

いエコツアrについて話して

伝える。

自分が参加してみたいエコツ

アーについて書いて伝える。

田口さんと彼女のチヨコレー

トづくリヘの取り組みを聞き

取り,話の要点を提える。

田口さんと彼女のチョコレー

トづくりへの取り組みについ

て兇要な情報を読み取り,要

点を把握する。

持続可能な開発に対して責

任があるのはだれかについ

て,自分の考えや気持ちなど

を話してイ云える。

非言語コミュニケーションに

ついての会話から捲要な情

報を聞き取り,要点を把握す

る。

非言語コミュニケーションに

ついて盛要な情報を読み

取り,概要を把握する。

日常で使用する非言語ねミュ

ニケーションについて書いて

イ云える。

ファシリティドッグについての

会話から兇要な情報を聞き

取り,話の要点を捉える。

ファシリティトングについての

文章を通してファシリティドッ

グについて捲妥な情報を読

み取り,要点を把握する。

高病院へのファシリティトング

導入について,自分の考えや

気持ちなどを話して伝える。



L8  The Worid's
Winter Festivcls

Lesson 7  Doctors

AIone Ccnnot Do二十

Lesson 10

Friendship

Time
over

仮想世界についての会話を

問いて踏要な情報を開き取

り,話し手の意図を把握する。

マッツの生涯についての文章

を読み,情報を読み取り,要

点を把握する。

自分のタバターと仮想世界

での友情について,自分の考

えや気持ちを話して伝える。

将来つきたい職業について

話している会話から,雖要な

情報を聞き取り,話し手の意

図を把握する1

非医療スタツフの国境なき医

師国での役割についての文

章を読み,雖要な情報を読み

取り,概要を把握する。

将来のキヤリアについての考

えや希望についての eメール

を書いて,自分の考えを書い

て伝える。

日本とトルコの友情について

の会話を聞いて,挺要な情報

を聞き取り,要点を把握する。

日本とトルコの時を超えた友

情についての文章を読み,蜂

要な情報を読み取り,話の概

要をt足える。  .

日本とトルコの友情について

の情報を話して伝える。

備考



谷和 8年度 岡山県立倉敷夫城高等学校 普通科 。理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称 ) 単位数 教 材

英語
英語 コミュニケ■シヨン II

(ST英 コミュ)

教科書 :LANDMARK English Communに o」on Ⅱ[啓林館 ]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働ゃヽせ、「聞くこ学L『話すこと(やり取り)」
「話すこと(発表)」「書くこと」の 5つの領域において言語活動、及びこれらを結び付けた統合的な言語
活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、通切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る

資質・能力を養う。      (
① 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの矢口識が、実際に英語を用いた言語活動において活用さ
れるようにする。(知識・技能)

② コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、情報を整理して論理的に英語で表現で
きるようにする。(思考力・判断力。表現力)

③ 他者を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、外国語で聞いたり、読んだりしたことを活用
して自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現できるようにする。(主体性)

投業形態

ア ドバイス

など

STコースの投業です。I年生では,英語の基礎を徹底的に学習します。予習・投業・復習という学習スタイルを早
く確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ,「分からない」ことは授業

で解決させること。投業で「分かった』ことを復習で定着させて,しっかり身につけることが大切です。

評価の観点 矢口識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

4技能について、実際のコ 場所
。目的・状況などに薦して、日常 1他者を尊重し、聞き手・読み手・話し

1的 :社会的な話題について、情報や 1手・書き手に配慮しながら、外国語ユニケーションにおいて活用できる
1考えなどを外国語で的確に理解した Iで聞いたり、読んだりしたことを活用

。技能を身に付けていると り、通切に伝え合ったりしている。  |して自分の意見や考えなどを話した
学習を通して、言語の働き た`りして表現しようとしている。
などを理解している。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養カ 思考カ

表現カ

主体性

協働カ

志カ

主な

評価方法

O定期考査
O課題考査
O珂 テヽス ト

○授業・発表内容の観察

○授業ノー ト・提出課題の点検

○定期考査

O課題考査
O小テスト

O投業・発表内容の観察
O投業ノート・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察
Oプレゼンテーションの観察
O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到注目標

知識・技能 思考・判断 。表現  1主体的に学習に取り組む態度

通
期

LI A Swedish Girr s
Discoveries irl」 u卜)un

不定調の形容詞的用法と副

詞的用法、動名詞

L2  A Message from
Emperor Penguins

現在完了形、現在完了進行

形、間接疑問文

L3   Tokyo's   Seven―

minute Miracie

分詞の形容詞的用法、形式

目的語 th9+節

L4 Seeds for the Future

完了形の受動態、複合関係

代名詞

文章を通して不定詞の形

容詞的用法と副詞的用

法、動名詞の意味や構造

を理解する。スウェーデン

出身の少女について雖要

な情報を開き取ったり、読

み取つたりして、概要を把

握することができる。

文章を通 して現在完了

形、現在完了進行形、

間接疑間文の意味や

構造を理解する。皇帝
ペンギンについて雖要

な情報を開いたり、読ん

だりして、概晏を把握す

ることができる。

文を通して分詞の形容詞

的用法、形式 目的語

that節について理解す

る。新幹線清掃員の仕

事について理解する。

文を通して完了形の受動

態、複合関係代名詞の

意味や構造を理解す

る。タネの流通販売を

手掛ける高校について

理解する。

スウェーデン出身の少女

が日本で漫画家を 目指

したきっかけに関する文章

を読み、日本文化に対す

る理解を深め、自分の考

えを伝え合うやりとりを続

けることができるようにす

る。

皇帝ペンギンについての

文章を読み、人間との

共生共存について理解

を深め、環境問題につ

いて意見交換をする。

新幹線清掃員に関する文

章を読み、自分が揺来

就きたい仕事について

情報交換をする。

病気に強いなどの有用な

形質をもつタネの流通・

販売を手掛ける高校生

についての文章 を読

み、文化継承について

情報交換をする。

日本文化について自分の

考えを話して伝えることが

できるようにする。

動物と人間との共生共存

について自分の考えを

話して伝えることができ

るようにする。

将来就きたい仕事につい

て自分の考えを話して

伝えることができるよう

にする。

文化継承について自分の

考えを伝えることができ

るようにする。

備考



舎和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

英語
美器 コ ミュニケーシ ョン II

(U共 コ ミュ)

教科書 :L4NDMARK English Comttunicotton Ⅱ[啓林館 ]

学習の

ねらい

外国語によるコミュニケーションにおける見方。考え方を働かせ、『聞くこと」「話すこと(やり取り)」
「話すこと(発表)」 r書くこと」の 5つの領域において言語活動、及びこれらを結び付けた統合的な言語
活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり、迫切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る

資質・能力を基う。

① 音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識が、実際に英語を用いた言語活動において活用さ
れるようにする。(知識・技能)

② コミュニケーシヨンを行う目的や場面、状況などに応じて、情報を整理して論理的に英語で表現で
きるようにする。(思考力。判断力・表現力)

③ 他者を尊重し、聞き手・読み手。話し手。書き手に配慮しながら、外国語で聞いたり、読んだりしたことを活用
して自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現できるようにする。(主体性 )

授業形態

ア ドバイス

など

Uコースの授業です。1年生では,英語の基礎を徹底的に学習します。予習・授業・復習という学習スタイルを早く

確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ,「分からなぃ」ことは授業で

解決させること。授業で「分かった」ことを復習で定着させて,しっかり身にうけることが大切です。

評価の観点 知識 P技能 思考 。判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の 4技能について、実際のコ 場所,目的・状況などに応じて、日常

1的
・社会的な話題について、情報や

を尊重し、聞き手・読み手・話し

ユニケーションにおいて活用できる
書き手に配慮しながら、外国語

I考えなどを外国語で的確に理解した いたり、読んだりしたことを活用
・技能を身に付けている。

語の学習を通して、言語の働き

割などを理解している。

、通切に伝え合ったりしていると  |して自分の意見や考えなどを話した

書いたりして表現しようとしてぃる。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教基カ カ

カ

考

現

思

表

主体性

協働カ

志カ

主な

評価方法

O定期考査
O課題考査
O小テス ト
O授業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査
O課題考査
O小テス ト
O投業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検

O授業・発表態度の観察
Oプレゼンテ‐ションの観察
O提出課題の点検



学期 学習内容
学習の到連日標

知識・技能 思考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
通
期

LI A Swedish Girl's
Discovettes in」 up9n
不定調の形容詞的用法と副

詞的用法、動名詞

L2  A Message from
Emperor Penguins

現在完了形、現在完了進行

形、間接疑問文

L3   Tokyo's   Seven―

minule MirQcie

分調の形容詞的用法、形式

目的語 tho十 節

L4 Seeds for the Fulure

完了形の受動態、複合関係

代名詞

文章を通して不定詞の形

容詞的用法と副詞的用

法、動名詞の意味や構造
を理解する。スウェーデン

出身の少女について挺要

な情報を聞き取ったり、読

み耳ヌったりして、概要を把

握することができる。

文章を通して現在完了

形、現在完了進行形、

間接疑問文の意味や

構造を理解する。皇帝
ペンギンについて必要

な情報を聞いたり、読ん

だりして、概要を把握す

ることができる。

文を通して分詞の形容詞

的用法、形式 目的語

that節について理解す
る。新幹線清掃員の仕

事について理解する。

文を通して完了形の受動

態、複合関係代名詞の

意味や構造を理解す

る。タネの流通販売を

手掛ける高校について

理解する。

スウェーデン出身の少女

が日本で漫画家を 目指

したきっかけに関する文章

を読み、日本文化に対す

る理解を深め、自分の考

えを伝え合うやりとりを続

けることおヾできるようにす

る。

皇帝ペンギンについての

文章を読み、人間との

共生共存について理解

を深め、環境問題につ

いて意見交換をする。

新幹線清掃員に関する文

章を読み、自分が将来

就きたい仕事について

情報交換をする。

病気に強いなどの有用な

形質をもつタネの流通・

販売を手掛ける高校生

についての文章を読

み、文化継承について

情報交換をする。

日本文化について自分の

考えを話して伝えることが

できるようにする。

動物と人間との共生共存

について自分の考えを

話して伝えることができ

るようにする。

将来就きたい仕事につい

て自分の考えを話して

伝えることができるよう

にする。

文化継承について自分の

考えを伝えることができ

るようにする。

備考



谷和 8年度 岡山県立倉敷天)成高等学校 普通科 。理数科 I年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

英語 論理・表現 I(論理・表現 IU) 2
Vision Quest English Logic Ond Expression I

Stondord(啓林館 )

学習の

ねらい

「 話すこと(や り取り)」「話すこと(発表)」「書くこと」を中Jせとした統合的な言語活動を通して、コミュ

ニケーションを図るために蜂要な発信能力を育成するとともに、論理の構成や展開を考察することで、

情報や考えなどを論理的に工夫しながら伝える能力を養う。

①外国語の学習を通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語彙・表現、文法の知識
を身に付けている。

②場面・目的。状況等にAじて、幅広い話題について、情報や考えなどの概要・詳細・意図を外国語

で的確に理解したり適切に表現したりしている。

③外国語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解している。

授業形態

ア ドバイス

など

Uコースの投業です。1年生では,英語の基礎を徹底的に学習します。予習・授業・復習という学習ス
タイルを早く確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分からない」ことの見極めをつけ,「分

からないJことは授業で解決させましょう。授業で「分かった」ことを復習で定着させて,しっかり身に

つけることが大切です。

評価の観点 知識・技能 患考・判断 。表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

能 (聞くこと、読むこと、話すこと、|な どを活用して、場面。目的・状況等

え合っている。

国語の音声、語彙・表現、文を、4 国語で聞いたり読んだりしたこと

に Iにニ ケ じ に

ン た

に

と て コ ユく ) お 際実 の て つし庵 広幅 て話ヽ題 タト国
シ の で場 面 で き運 用 含ヒる技 を 話を たし リ 好 てし書 り や情報 考I語

し るけてに付 どな の 概 要 細詳 を 切意 迫Iえ

国語の学習を通じて言語やその

。書き手に配慮しながら、外国語
いたり読んだりしたことを活用し

り書いたりして表現しようとしている。

、自分の意見や考えなどを話した

1背景にある文化を尊重し自律的・主

1体的に外国語を用いてコミュニケー

|ションを図ろうとしている。

仲者を尊重し、聞き手・読み手・話し

育てたい生徒像

(資質・能力)
との関連

教養力 :幅広い教養と課題発見

解決のための知識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘 り下げ,創造するカ
表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやすく伝えるカ

協働力 :多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力 :自 らの行動を振り退り改

善 し前に踏み出すカ

主な

評価方法

O定期考査
O課題考査
O珂 テヽス ト

O授業・発表内容の観察
O授業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査
〇課題考査

〇小テス ト

○授業・発表内容の観察

.O投業ノー ト・提出課題の点検

O投業・発表態度の観察
Oプ レゼンテーションの観察
O提出課題の点検



学習の到注目標
学期 学習内容

□文型と動詞

口時制

□完了形

□助動詞

□受動態

□不定詞

□動名詞

□分調

□関係詞

□しヒ較

□仮定法

知識・技能

□初対面の相手に自分

の学校生活や好きな

娯楽を紹介する表現を

学tSく

ロクラスレクリエーション

の案を提案したり,経

験した学校行事の感

想を伝える表現を学vSく

□先週末の出来事や夏

休みの予定について伝

える表現を学tSく

□楽器の経験や,自分や

他人のコレクションに

ついて伝える表現を学

しSく

□高校 3年 間の目標や

興味のある職業,後悔

していることについて

伝える表現を学vSく

□SNSで紹介したいも
のや,最近つれしかつた

り驚いたりしたことにつ

いて伝える表現を学tSt

□感謝を伝えたい人や ,

自分の学校の良い/
特徴的なところ,海外

の生徒に体験してもら

いたいことについて伝

える表現を学しきく

□健康のためにやってい

る習慣や,スポーツの

試合やイベントに十日手

を誘うときの表現を学

.Sく

□最近見つけた動函やイ

ンターネットを使用する

ときの注意点について

伝える表現を学ぶ

日外国人にとって難しい

日本語の表現,海外旅

行中の注意点,訪 日外

国人におすすめの観光

地について伝える表現

を学ぶ

□自分の街と海外の街を

しヒ較したり,国 際問題

について伝えたりする

表現を学ぶ

ロファストファッションの

問題点と解決策や環

境問題について伝える

表現を学ぶ

思考・判断・表現

□多様な表現を用い,原

因・理由を述べること

ができる

□多様な表現を用い,自

分の意見を述べたり,

相手の意見に対して賛

成・反対の意思を示し

たりできる

□多様な表現を用い,計

画したり,予定している

ことを伝え合うことが

できる

□多様な表現を用い,今

までの経験や初めての

経験をたずねたり,伝

えたりできる

日多様な表現を用い,会

話の相手に許可を求

めたり,依頼したりでき

る

□多様な表現を用い,暮

びや驚きの感情を表す

ことができる

日多様な表現を用い,感

謝・謝罪する際に頻繁

□相手を誘ったり,申 し

出たり,相 手に提案し

たりできる

□人や物事について,判

断の根拠を示す表現

を使用して論理的に伝

えことができる

□多様な表現を用い,物

事の意味を説明した

り,言いかえをしたりで

きる

□多様な表現を用い,グ

ラフや表を比較したり,

内容について分析した

りできる

□多様な表現を用い,相

手や自分の立場にA
じた迫切な勁言をした

り,自 分の意志や要望

をイ云えたりできる

に使用される表現を学 | に体験してもらいたいこ
ぴ,会話の相手に感情 | とについて伝えることが
を通切に伝えることが | できる
できる       |□ 健康のためにやってい

主体的に学習に取り組む態度

□学校生活や好きな娯楽

について伝えることがで

きる

ロクラスレクリエーションの

案や,これまでに体験し

た学校行事について伝

えることができる

□先週末の出来事や夏休

みの予定について伝え

ることができる

□楽器の経験や,自 分や

他人のコレクションにつ

いて伝えることができる

□高校3年間の目標や輿

味のある職業,後悔して

いることや次の機会に

Jヒ戦してみたいことにつ

いて伝えることができる

□SNSで紹介したいもの
や,最近うれしかつたり

驚いたりしたことについ

て伝えることができる

□感謝を伝えたい人や,自

分の学校の良い/特徴
的なところ,海外の生徒

る習慣や,友人を誘いた

いスポーツの試合やイ

ベントについて伝えるこ

とができる

□最近見つけた動画やイ

ンターネットを使用する

ときの注意点について

伝えることができる

日外国人にとって難しい日

本語の表現,海外旅行

中の注意点,訪 日外国

人におすすめの観光地

について伝えることがで

きる

□自分の街と海外の街の

しヒ較や国際問題につい

て伝えることができる

ロファストファッションの問

題点と解決策や環境問

題について伝えることが

できる

備考



谷和 8年度 岡山県立倉敷天城高等学校 普通科 。理数科 1年 シラバス

教科名 科目名 (校内名称) 単位数 教 材

英語 論理・表現 I(論理・表現 IS) 2
Vision Quest English Logic (】 nd Expression I

Sttandc rd(啓 林館)

学習の

ねらい

「話すこと(や り取り) 」「話すこと(発表)」「書くこと」を中ミとした統合的な言語活動を通して、コミュ

ニケーションを図るために雖要な発信能力を育成するとともに、論理の構成や展開を考察することで、

情報や考えなどを論理的に二夫じながら伝える能力を基う。

①外国語の学習を通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語彙・表現、文法の知識
を身に付けている。

②場面・目的。状況等に応じて、幅広い話題について、情報や考えなどの概要:詳細・意図を外国語

で的確に理解したり迪切に表現したりしている。

③外国語を聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理解している。

授業形態

ア ドバイス

など

Sコ‐スの授業です。I年生では,英語の基礎を徹底的に学習します。予習・授業。復習という学習ス

タイルを早く確立することが大切です。予習で「分かる」ことと「分から省い」ことの見極めをつけ,『分

からない」ことは授業で解決させましよう。授業で「分かった」ことを復習で定着させて,しっかり身に

つけることが大切です。

評価の観点 知識・技能 思考・判断 。表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
の
基
本
的
な
考
え
方

国語の音声、 表現、文を、4 国語で聞いたり読んだりしたこと 国語の学
能 (聞くこと、読むこと、話すこと、などを活用して、場面・目的・状況等
くこと)において実際のコミュニケに應じて、幅広い話題について外国
ションの場面で運用できる技能を■を話したり書いたりして、情報ゃ考
に付けている。        |え などの概要・詳細・意図を迪切に

1伝え合っている。

通じて言語やその

1背景にある文化を尊重し自律的・主

1体的に外国語を用いてコミュニケー

|ションを図ろうとしている。

者を尊重し、聞き手・読み手・話し
・書き手に配慮しながら、外国語
いたり読んだりしたことを活用し

、自分の意見や考えなどを話した

り書いたりして表現しようとしている。

育てたい生徒像

(資質・能力)

との関連

教養力 :幅広ぃ教基と課題発見

解決のための知識・技能

思考力 :論理的に考え,批判的に

掘り下げ,創造するカ
表現力 :思考・判断の結果や経過

をわかりやす く伝える

協働力:多様な他者とコミュニケ

ーションをとり協力するカ

省察力:自 らの行動を振り退り改

善し前に踏み出すカ

主な

評価方法

〇定期考査

O課題考査
〇小テス ト

O投業・発表内容の観察
〇授業ノー ト・提出課題の点検

O定期考査

O課題考査
O小テス ト

O投業・発表内容の観察
O投業ノー ト,提出課題の点検

○授業・発表態度の観察

Oプレゼンテーションの観察
O提出課題の点検



学習の到達 標
学期 学習内容

回文の種類

□文型と動詞

□時制

□完了形

□助動詞

□受動態

□不定詞

□動名詞

□分詞

□関係詞

□しヒ較

□仮定法

知識・技能

□初対面の相手に自分

の学校生活や好きな

娯楽を紹介する表現を

学しSく

回クラスレクリエーション

の案を提案したり,経

験した学校行事の感

想を伝える表現を学ぶ

□先週末の出来事や夏

休みの予定について伝

える表現を学,Sミ

□楽器の経験や,自分や

他人のコレクションに

ついて伝える表現を学

.Sく

□高校 3年間の目標や
興味のある職業,後悔

していることについて

伝える表現を学ぶ

□SNSで紹介したいも
のやj最近うれしかった

り驚いたりしたことにつ

いて伝える表現を学しSt

□感謝を伝えたい人や ,

自分の学校の良い/
特徴的なrこ ろ,海外
の生徒に体験してもら
いたいことについて伝

える表現を学ぶ

□健康のためにやってい

る習慣や,スポーツの

試合やイベントに相手

を誘うときの表現を学

、,Sく

国最近見つけた動画やイ

ンターネットを使用する

ときの注意点について

伝える表現を学ぶ

□外国人にとぅて難しい

日本語の表現,海外旅

行中の注意点,訪 日外

国人におすすめの観光

地について伝える表現

を学ぶ

□自分の街と海外の街を

比較したり,国際問題

について伝えたりする

表現を学ぶ

ロファストファッションの

問題点と解決策や環

境問題について伝える

表現を学ぶ

□多様な表現を用いぅ原

因・理由を述べること

ができる

□多様な表現を用い,自

分の意見を述べたり,

相手の意見に対して賛

成・反対の意思を示し

たりできる

□多様な表現を用い,計

画したり,予定している

ことを伝え合うことが

できる

□多様な表現を用い,今

までの経験や初めての

経験をたずねたり,伝

えたりできる

□多様な表現を用い,会

話の相手に許可を求

めたり,依頼したりでき

る

□多様な表現を用い,喜

びや驚きの感情を表す

ことができる

□多様な表現を用い,感

謝・謝罪する際に頻繁

に使用される表現を学

び,会話の相手に感情

を通切に伝えることが

できる

□相手を誘ったり,申 し

出たり,相 手に提案し

たりて
い
きる

国人や物事について,判

断の根拠を示す表現

を使用して論理的に伝

えことができる

□多様な表現を用い,物

事の意味を説明した

り,言いかえをしたりで

きる

□多様な表現を用い,グ

ラフや表を比較したり,

内容について分析した

りできる

□多様な表現を用い,相

手や自分の立場にA
じた迫切な助宮をした

り,自 分の意志や要望

を伝えたりできる

墨考・判断・表現  1主体的に学習に取り組む態度
i□ 学校生活や好きな娯楽

| について伝えることがで
|  きる

ロクラスレクリエーションの

案や,これまでに体験し

た学校行事について伝

えることができる

□先週末の出来事や夏休

みの予定について伝え

ることができる

□楽器の経験や,自 分や

他人のコレクションにつ

いて伝えることができる

□高校3年間の目標や輿

味のある職業,後悔して

いることや次の機会に

挑戦してみたいことにつ

いて伝えることができる

□SNSで紹介したいもの
や,最近うれしかったり

驚いたりしたことについ

て伝えることができる

□感謝を伝えたい人や,自

分の学校の良い/特徴
的なところ,海外の生徒

|こ体験してもらいたいこ

とについて伝えることが

できる

□健康のためにやってい

る習慣や,友人を誘いた

いスポーツの試合やイ

ベント:こついて伝えるこ

とができる

国最近見つけた動画やイ

ンターネットを使用する

ときの注意点について

イ云えることができる

日外国人にとって難しい日

本語の表現,海外旅行

中の注意点i訪 日外国

人におすすめの観光地

について伝えることがで

きる

口自分の街と海外の街の

しヒ較や国際問題につい

てイ云えることができる

ロファストファッションの問

題点と解決策や環境問

題について伝えることが

できる

備考


